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開催カレンダー

「新しい東北」マルシェ
「アート」DAY 「女性活躍」DAY

「新しい東北」写真展
「若者」DAY

交流ミーティング
in 東京

入場
無料

東北復興月間

東日本大震災から5年。
東北では、復興における「新たな挑戦」が数多く生まれています。

そうした取組に携わる方々に焦点を当て、復興の現状、被災地の「今」をお伝えします。
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3331 Arts Chiyoda
（アーツ千代田 3331)
東京都千代田区外神田6丁目11-14
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91 日

「アート」DAY

3331 Arts Chiyoda（アーツ千代田 3331）
〒101-0021 東京都千代田区外神田6丁目11-14

●東京メトロ銀座線末広町駅4番出口より徒歩1分
●東京メトロ千代田線湯島駅6番出口より徒歩3分
●都営大江戸線上野御徒町駅A1番出口より徒歩6分
●JR御徒町駅南口より徒歩7分
●JR秋葉原駅電気街口より徒歩8分

※上記の企画は現在の予定であり、今後変更の可能性があります。

コミュニティー
スペース

3331ギャラリー

「若者」DAY
21 日

全国の小中高校生を対象とした「新しい
東北」作文コンテストの表彰式や、被災
地の高校生等による復興の取組発表を
行います。また、日本の将来を担う若者
との意見交換や、全国から集った大学生
によるワークショップなども行います。

体育館

仮設住宅でのサイン展示の取組の紹介
等により、アートが復興に果たした役割
や、復興で得られた教訓などを発信しま
す。気鋭な写真家等によるトークショー
や、実際にアートを通じた取組を体験で
きるワークショップも開催します。

体育館

被災地で活躍する女性により、復興と女性の関わり、女
性ならではの視点による復興の取組、自身のキャリアを
考える女子学生等に向けたメッセージ等について発表し
ます。被災地だけでなく、全国の地域活性化を考える際
に、女性が活躍するために必要なこと等について来場者
と一緒に考えるパネルディスカッションも開催します。

体育館

被災地で「ストーリー」を持っ
て復興に携わっている生産者
等をお招きし、東北のおいし
いもの・特産品等を販売しま
す。また、出展者と来場者が交
流できるエリアも設けます。

一般の方々から写真公募を行い、
被災地で「新たな挑戦」に取り組
む「人」にフォーカスを当てた写
真展示を実施します。

そ
の
他
企
画

震災前後にキャリアをスタートさせ、今なお震災復興に関わる20代
の若者たち（自治体職員、中間支援団体職員、被災地での起業者な
ど）によるパネルディスカッションや、被災地で企画されている職業
体験等のプログラムの紹介等を行います。

被災地でのはたらき方を体験しよう！
18日（土）10:30～16:00

震災の影響を受けながらも地元で根付き継続している東北の伝統
芸能を体験するワークショップ・パネルディスカッションを実施しま
す（昼の部）。また、東京から被災地に関わっている方々を招き、トー
クセッションや交流会を開催します（夜の部）。地域活性化センター
のHPから参加の申込ができます！

東京から、東北の今とつながる
21日（火）14:00～17:00（昼の部）、18:30～20:30（夜の部）

my Japanが送る、夏の映像制作型キャンププログラムの講師を務
めるCMディレクターの中島信也氏(東北新社)と、河尻亨一氏(銀河
ライター)をお招きし、”現地で感じたことをどう映像に落とし込むの
か？またそれが地域活性化にどう貢献するのか？”という内容の
トークセッションを行います。

地域の魅力を映像で発信する
Creative Summer Camp 2016

25日（土）16:30～17:00

公益財団法人地域創造基金さなぶりでは、復興や震災に関わる調
査・研究成果についての論文公募を行いました。大賞を受賞した方
への表彰を行うとともに、「研究成果から浮かび上がる、次の５年の
課題や挑戦とは」と題した記念フォーラムも行います。

第１回 現場で役立つ復興論文大賞 表彰式・記念フォーラム
24日（金）14:00～16:00

被災地では復興に向けての課題と日常生活を営む上での課題がオーバーラッ
プしてきており、企業やNPOによる支援のかたちも変わってきました。3県の
連携復興センターと企業担当者との対話（ダイアログ）の場をつくります。定員
50名。お申し込みは、みやぎ連携復興センターのHPから（５月下旬開始予定）。

東京ダイアログ2016
～復興と日常の課題の間で考える支援のかたち…企業×NPO

27日（月）14:00～17:00

62 日
「女性活躍」

DAY

11 21 日～

「新しい東北」
マルシェ

11 82 日～

「新しい東北」
写真展


